
文
ぶん
法
ぽう
を教

おし
えるときの教

きょう
師
し
の役

やく
割
わり
は何

なん
でしょうか。まずは、

文
ぶん
法
ぽう
の説

せつ
明
めい
をして言

げん
語
ご
知
ち
識
しき
を与

あた
えるということを思

おも
い浮

う
か

べる人
ひと
も多

おお
いと思

おも
います。でも、どんなに丁

てい
寧
ねい
に説

せつ
明
めい
しても、

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
がわかってくれなかったという経

けい
験
けん
はありませんか。

そこで、実
じっ
際
さい
の場

ば
面
めん
で使

つか
えるようになるためには、文

ぶん
法
ぽう

指
し
導
どう
は、どのように行

おこな
えばよいのか、言

げん
語
ご
知
ち
識
しき
を与

あた
えるほか

には、どのようなことができるのか、文
ぶん
法
ぽう
を教

おし
える教

きょう
師
し
の

役
やく
割
わり
を広

ひろ
くとらえて、文

ぶん
法
ぽう
指
し
導
どう
について考

かんが
えてみましょう。

文
ぶん
法
ぽう
とは何

なに
か

文
ぶん
法
ぽう
とは何

なに
か、いろいろな辞

じ
書
しょ
に書

か
いてあることを

まとめると、「文
ぶん
法
ぽう
とは、ある言

げん
語
ご
において、正

ただ
しい文

ぶん
を

作
つく
る際

さい
に共

きょう
有
ゆう
されているルールである」ということが

できます。では、文
ぶん
法
ぽう
的
てき
に正

ただ
しいというのは、どういう

ことでしょうか。次
つぎ
の文

ぶん
はなぜ正

ただ
しくないのか、考

かんが
えて

みましょう。
１）あの人

ひと
は来

く
るかもしりません。

２）３時
じ
まで、家

いえ
にいます。

　　荷
に
物
もつ
は３時

じ
以
い
降
こう
、家

いえ
に届

とど
けてください。

３）＜レストランで＞
　　A：部

ぶ
長
ちょう
は何

なに
になさりたいですか。

　　B：そうだね。ぼくは、うなぎにしようかな。
１）は、「しれません」という形

かたち
の間

ま
違
ちが
え、２）は、前

まえ
の

文
ぶん
と後

あと
の文

ぶん
が意

い
味
み
的
てき
に合

あ
いません。３）は、「～たい」を

使
つか
って目

め
上
うえ
の人

ひと
に希

き
望
ぼう
を聞

き
くのは、日

に
本
ほん
語
ご
では失

しつ
礼
れい
になる

という、言
げん
語
ご
使
し
用
よう
上
じょう
の誤

あやま
りです。このように、文

ぶん
法
ぽう
的
てき
に

正
ただ
しいかどうかの判

はん
断
だん
には、「形

かたち
のルール」「文

ぶん
の意

い
味
み
と

機
き
能
のう
」「使

つか
い方

かた
のルール」がかかわってきます。これらは、

文
ぶん
法
ぽう
の３要

よう
素
そ
と呼

よ
ばれています。この３つの要

よう
素
そ
は非

ひ
常
じょう

に密
みっ
接
せつ
につながっていて、お互

たが
いに関

かん
係
けい
し合

あ
いながら文

ぶん
法
ぽう

を形
けい
成
せい
しています。それを図

ず
にまとめると次

つぎ
のように

なります。

図
ず

１ 文
ぶん

法
ぽう

の３要
よう

素
そ

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
がある言

げん
語
ご
項
こう
目
もく
を正

ただ
しく運

うん
用
よう
できていないと

思
おも
われたとき、文

ぶん
法
ぽう
の３つの要

よう
素
そ
のどれが問

もん
題
だい
となって

いるのか、整
せい
理
り
して考

かんが
えてみることが、問

もん
題
だい
解
かい
決
けつ
につながる

かもしれません。特
とく
に、初

しょ
級
きゅう
段
だん
階
かい
では、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が言

げん
語
ご
知
ち
識
しき

を記
き
憶
おく
できる限

げん
界
かい
もありますので、形

かたち
と意

い
味
み
・機

き
能
のう
の

情
じょう
報
ほう
に焦

しょう
点
てん
があたっている文

ぶん
法
ぽう
説
せつ
明
めい
が行

おこな
われることが多

おお

いでしょう。でも、それだけでは、実
じっ
際
さい
の場

ば
面
めん
で正

ただ
し

く運
うん
用
よう
できるようにはなりませんので、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が「使

つか
い

方
かた
のルール」を知

し
るチャンスも作

つく
りましょう。

第
だい
２言

げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
のメカニズムと文

ぶん
法
ぽう

外
がい
国
こく
語
ご
教
きょう
育
いく
の現

げん
場
ば
では、「学

がく
習
しゅう
者
しゃ
がなかなかコミュニ

ケーションできるようにならない」、「実
じっ
際
さい
の場

ば
面
めん
で使

つか
え

ない」という声
こえ
がよく聞

き
かれます。文

ぶん
法
ぽう
を学

がく
習
しゅう
することは、

「実
じっ
際
さい
の場

ば
面
めん
で言

げん
語
ご
を使

つか
えるようになる」うえで、どの

ような役
やく
割
わり
を果

は
たすのでしょうか。言

げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
のメカニズム

の観
かん
点
てん
から考

かんが
えると、次

つぎ
のようになります。

人
ひと
が第

だい
２言

げん
語
ご
を習

しゅう
得
とく
する方

ほう
法
ほう
はさまざまですが、次

つぎ
の

図
ず
で表

あらわ
される過

か
程
てい
は共

きょう
通
つう
していると考

かんが
えられます。

図
ず
２　第

だい
２言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
のメカニズムと文

ぶん
法
ぽう

「インプット」とは、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に入

にゅう
力
りょく
される目

もく
標
ひょう
言
げん
語
ご
（日

に
本
ほん
語
ご

学
がく
習
しゅう
の場

ば
合
あい
は日

に
本
ほん
語
ご
）で、つまり「学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が聞

き
く日

に
本
ほん
語
ご
・

読
よ
む日

に
本
ほん
語
ご
」です。「アウトプット」とは、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が出

しゅつ
力
りょく

する目
もく
標
ひょう
言
げん
語
ご
（日

に
本
ほん
語
ご
）で、つまり「学

がく
習
しゅう
者
しゃ
が話

はな
す日

に
本
ほん
語
ご
・

書
か
く日

に
本
ほん
語
ご
」です。

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
は、第

だい
２言

げん
語
ご
を習

しゅう
得
とく
する際

さい
に、まず、ある状

じょう
況
きょう
の中

なか
で

「聞
き
く」あるいは「読

よ
む」ことにより目

もく
標
ひょう
言
げん
語
ご
のインプット

を受
う
け、その中

なか
から、自

じ
分
ぶん
の第

だい
２言

げん
語
ご
の発

はっ
達
たつ
段
だん
階
かい
にあった

理
り
解
かい
できるインプットを取

と
り入

い
れます。そして、それを

もとに学
がく
習
しゅう
者
しゃ
独
どく
自
じ
の文

ぶん
法
ぽう
体
たい
系
けい
（自

じ
分
ぶん
なりの言

げん
語
ご
的
てき
なルール）

日
に
本
ほん
語
ご
の教

おし
え方

かた
イロハ

第
だい
10回

かい
文
ぶん
法
ぽう
の教

おし
え方

かた
—実

じっ
際
さい
の場

ば
面
めん
で使

つか
えるようになるために—
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このコーナーの担
たん

当
とう

者
しゃ

：木
き

田
だ

真
ま

理
り
（日

に
本
ほん

語
ご

国
こく

際
さい

センター専
せん

任
にん

講
こう

師
し

）

このコーナーについてご感
かん
想
そう
やご質

しつ
問
もん
があれば送

おく
ってください。

を作
つく
りあげていきます。その文

ぶん
法
ぽう
体
たい
系
けい
は、実

じっ
際
さい
に言

げん
語
ご
を

運
うん
用
よう
する力

ちから
である運

うん
用
よう
力
りょく
のもととなるものです。学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の

頭
あたま
の中

なか
にある独

どく
自
じ
の文

ぶん
法
ぽう
体
たい
系
けい
は、はじめから正

ただ
しい文

ぶん
法
ぽう

体
たい
系
けい
にはならず、発

はっ
達
たつ
の途

と
中
ちゅう
にある言

げん
語
ご
体
たい
系
けい
、つまり、

「中
ちゅう
間
かん
言
げん
語
ご
知
ち
識
しき
」と呼

よ
ばれます。そして、その運

うん
用
よう
力
りょく
を基

もと
に、

「話
はな
す」「書

か
く」という言

げん
語
ご
のアウトプットをすることに

なります。その際
さい
、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
は、相

あい
手
て
に自

じ
分
ぶん
の言

い
ったことを

理
り
解
かい
してもらえなかったり、あるいは修

しゅう
正
せい
されたりする

ことによって、自
じ
分
ぶん
のアウトプットの誤

あやま
りや、不

ふ
十
じゅう
分
ぶん
さに

気
き
がつきます。
外
がい
国
こく
語
ご
を学

まな
ぶときに、（言

げん
語
ご
教
きょう
授
じゅ
による）意

い
識
しき
的
てき
な文

ぶん
法
ぽう

の学
がく
習
しゅう
をすると、「言

げん
語
ご
知
ち
識
しき
」が得

え
られます。言

げん
語
ご
知
ち
識
しき
を

得
え
ることは、次

つぎ
のような効

こう
果
か
があります。

１）�インプットの中
なか
の言

げん
語
ご
の形

かたち
と、それが表

あらわ
わす意

い
味
み

や機
き
能
のう
との関

かん
連
れん
がよりわかりやすくなり、普

ふ
通
つう
に

聞
き
いたり読

よ
んだりする（インプットを与

あた
えられる）

だけでは気
き
づかないことに、注

ちゅう
意
い
が向

む
く（気

き
づく）

ようになる（図
ず
２の①）。

２）話
はな
したり書

か
いたり（アウトプット）する際

さい
、それが

正
ただ
しいかどうかをチェックし（モニター）、誤

あやま
りの

修
しゅう
正
せい
を助

たす
ける。（図

ず
２の②）

このように、文
ぶん
法
ぽう
を意

い
識
しき
的
てき
に学

がく
習
しゅう
することで、言

げん
語
ご
習
しゅう
得
とく

がより効
こう
率
りつ
的
てき
で、質

しつ
の高

たか
いものになると考

かんが
えられています。

文
ぶん
法
ぽう
を教

おしえ
える教

きょう
師
し
の役

やく
割
わり

このように考
かんが
えていくと、教

きょう
師
し
にとって、「文

ぶん
法
ぽう
を教

おし
える」

というのは、どのようなことなのでしょうか。教
きょう
師
し
は、

文
ぶん
法
ぽう
を教

おし
えることに関

かん
して、何

なに
をするべきなのでしょうか。�

それは、「学
がく
習
しゅう
者
しゃ
の言

げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
のメカニズムを大

おお
いに活

かつ
用
よう
し、

その働
はたら
きを助

たす
けること」と言

い
えるでしょう。文

ぶん
法
ぽう
の学

がく
習
しゅう

というと、「文
ぶん
法
ぽう
の知

ち
識
しき
」を学

まな
ぶことを中

ちゅう
心
しん
に考

かんが
えがち

ですが、知
ち
識
しき
を持

も
っているだけでは、言

げん
語
ご
を運

うん
用
よう
することは

できません。文
ぶん
法
ぽう
の知

ち
識
しき
を整

せい
理
り
し、ルールを覚

おぼ
えることは、

日
に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
の一

いち
部
ぶ
にすぎず、その知

ち
識
しき
を使

つか
って、日

に
本
ほん
語
ご

を読
よ
んだり聞

き
いたり、話

はな
したり書

か
いたりする活

かつ
動
どう
をして

はじめて、言
げん
語
ご
が運

うん
用
よう
できるようになっていきます。

そこで、文
ぶん
法
ぽう
を教

おし
える教

きょう
師
し
の役

やく
割
わり
を広

ひろ
くとらえ、意

い
味
み
の

理
り
解
かい
と伝

でん
達
たつ
を中

ちゅう
心
しん
にした活

かつ
動
どう
（聞

き
く、読

よ
む、話

はな
す、書

か
く）

を設
せっ
定
てい
し、そこに使

つか
われている文

ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
にも注

ちゅう
目
もく
させる

という方
ほう
法
ほう
をとることが、習

しゅう
得
とく
のメカニズムにそった

「文
ぶん
法
ぽう
を教

おし
える」ことと言

い
えるでしょう。つまり、日

に
本
ほん
語
ご
が

使
つか
える状

じょう
態
たい
になるためには、質

しつ
のよいインプットとアウト

プットの活
かつ
動
どう
、すなわち「練

れん
習
しゅう
」をたくさん行

おこな
うことが

重
じゅう
要
よう
となります。

�

ここで、みなさんに質
しつ
問
もん
です。ある文

ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
の学

がく
習
しゅう
を

する際
さい
、「文

ぶん
法
ぽう
の説

せつ
明
めい
」と、その文

ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
を含

ふく
む日

に
本
ほん
語
ご
の

「インプット」と「アウトプット」の、どれに時
じ
間
かん
をかけて

いますか。多
おお
い順

じゅん
にあげてみてください。

多
おお
くの皆

みな
さんは、文

ぶん
法
ぽう
の説

せつ
明
めい
、すなわち、言

げん
語
ご
知
ち
識
しき
を

与
あた
えることは、十

じゅう
分
ぶん
行
おこな
っているのではないでしょうか。

従
じゅう
来
らい
の文

ぶん
法
ぽう
指
し
導
どう
は、いかに言

げん
語
ご
知
ち
識
しき
を、分

ぶん
析
せき
的
てき
にわかり

やすく細
こまか
かく説

せつ
明
めい
するかということに力

ちから
が注

そそ
がれていた

と言
い
ってもよいでしょう。しかし、文

ぶん
法
ぽう
のルールや意

い
味
み
・

機
き
能
のう
をことばで説

せつ
明
めい
した知

ち
識
しき
（明

めい
示
じ
的
てき
文
ぶん
法
ぽう
知
ち
識
しき
/explicit�

grammatical�knowledge）を学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に提

てい
示
じ
すること、ただ

それだけでは言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
は効

こう
果
か
的
てき
に進

すす
みません。図

ず
２で見

み
た

ように、言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
には、インプットとアウトプットが重

じゅう
要
よう

であり、言
げん
語
ご
知
ち
識
しき
を得

え
ることを主

おも
な目

もく
的
てき
とした文

ぶん
法
ぽう
の学

がく
習
しゅう

だけをしていても、限
げん
界
かい
があるのです。

大
たい
切
せつ
なことは、その文

ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
の含

ふく
まれている「理

り
解
かい
可
か
能
のう
な

インプット」を、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
に文

ぶん
脈
みゃく
・場

ば
面
めん
とともにたくさん

与
あた
えることです。言

げん
語
ご
知
ち
識
しき
を使

つか
って、聞

き
いたり読

よ
んだり

することで、文
ぶん
法
ぽう
の理

り
解
かい
も深

ふか
まっていきます。

筆
ひっ
記
き
テストで学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の文

ぶん
法
ぽう
知
ち
識
しき
が十

じゅう
分
ぶん
でないとわかった

とき、わかりやすく詳
くわ
しい文

ぶん
法
ぽう
説
せつ
明
めい
を試

こころ
みることに時

じ
間
かん
を

かけるのではなく、文
ぶん
法
ぽう
項
こう
目
もく
を含

ふく
むインプットを十

じゅう
分
ぶん
に

行
おこな
い、アウトプットの練

れん
習
しゅう
をするということが、日

に
本
ほん
語
ご

能
のう
力
りょく
の向

こう
上
じょう
につながる早

はや
道
みち
かもしれません。

このように、第２言
げん
語
ご
習
しゅう
得
とく
研
けん
究
きゅう
からヒントを得

え
て、文

ぶん
法
ぽう
を

教
おし
える教

きょう
師
し
の役

やく
割
わり
を再

さい
考
こう
すると、文

ぶん
法
ぽう
説
せつ
明
めい
以
い
外
がい
に、教

きょう
師
し
の

やるべきことがたくさん見
み
えてきます。このことをふまえて、

文
ぶん
法
ぽう
を教

おし
える時

じ
間
かん
に何

なに
をするのか、再

さい
考
こう
してみましょう。
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